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Summary：The backdrop to academic detailing, which has become a focus of attention, is the non-appropriate use of 
drugs, safety problems for patients, and the remarkable rise in medical costs. If we depend solely on clinical experience 
and information derived from commercial activities, it may lead to improper prescription practices. Therefore, it is 
necessary to provide proper information in addition to considering the cost-effectiveness of prescription drugs to ensure 
their appropriate use in clinical practice. 
Academic detailing is an approach of interactive educational outreach to physicians for the purpose of providing unbiased, 
non-commercial, evidence-based information about medications and other drug therapies, with the goal of improving 
patient care. In Western countries, public funds are used to support universities and other research institution programs. 
Clinical pharmacists are acting as detailers in Europe and US, and this contributes to improvements in the quality of 
medical services. It is hoped that the importance of academic detailing activities will also be recognized in Japan.
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要旨：Academic Detailingが注目される背景には，医薬品の不適正な使用，患者の安全性問題，医療費の高騰などがある．
コマーシャルベースの情報や臨床経験のみに頼っていては，不適正な薬物治療につながりかねない．そのために，適
正使用に向け臨床の現場への薬物治療に関し費用対効果も考慮したエビデンスに基づいた情報提供が必要である．
Academic Detailingとは，医師に対するインタラクティブな教育的なアウトリーチの手法で，医薬品や薬物治療に関
しバイアスのない，コマーシャル的ではないエビデンスに基づいた情報を提供し，患者ケアの改善をゴールとする．
欧米各国では，公的機関や大学が実施する同プログラムが普及し，公的資金が導入されている．Detailerの多くを欧
米では臨床薬剤師が担っており，医療の質の向上に貢献している．Academic Detailing活動の重要性が国内でも認識
されることを期待したい．

キーワード：アカデミック・ディテーリング，医薬品の適正使用，根拠に基づく医療，医薬品情報，費用対効果

1．はじめに

医薬品の適正使用は，患者の安全性確保はもとよ
り，不要な医療費の削減に大きく貢献する．医療費
の総額は，2012年時点で 40兆円に達し，団塊世代
が 75歳以上となる 2025年には 60兆円を超すとい
われている．薬物治療においても，根拠に基づき有
効性・安全性を評価し，費用対効果を考慮した治
療の推進が重要な課題である．そのような状況下，
Academic Detailingは医薬品の適正使用に向けた活
動として注目を集めており，欧米各国では，大学，

公的な機関や自治体などが実施する同プログラムが
広がり，公的な資金が投入されている．薬学教育が
6年制となり，医療の高度化に伴い医薬品の有効で
安全な使用といった社会的要請に応え，医療の担い
手としてより専門性をもった薬剤師の育成が進めら
れている．厚生労働省医政局通知の「医療スタッフ
の協働・連携によるチーム医療の推進について」に
あるように，薬剤師がチーム医療に主体的に参画
し，薬の専門家として医療に貢献することが期待さ
れている 1）．

2．Academic Detailing とは何か

Academic Detailingとは，医療従事者に対する
教育的なアウトリーチの手法で，訓練を受けた
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Academic Detailerが，医師，特にプライマリ・ケ
ア医（多くは開業医）に医薬品や薬物治療に関し有
効性・安全性・費用対効果を考慮した適切な臨床
上の判断が行えるように支援・推進する活動のこ
とをいう．Academic Detailingという表現のほかに
“Educational detailing”，“Counter detailing”また
は“Educational visiting” 2）という言い方などが用
いられている．

Academic Detailingの方法は国によっても異なる
が，ある治療に関するトピックや問題に対し，処方
医と Detailerがフェイスツーフェイスで話し合うと
いうのが基本である．Academic Detailingモデル例
としては，まず公的機関や自治体等が，最近の処方
動向などの分析を踏まえその問題点や課題に対し，
医療費の削減や不適正な使用の是正を目的にプログ
ラムを立ち上げる 3）．エビデンスとなるデータなど
レビューした詳しい資料をもとに，説明用に要点を
まとめたパンフレットなどを用意する．Detailerは
処方医の処方パターンの傾向や Detailingに対する
理解を確認しながら，医学的エビデンスに基づい
た，患者の安全性の支援および費用対効果を考慮し
た薬剤の選択ができるような薬物治療の改善を目指
すためにインタラクティブなコンサルテーションを
行う（Fig. 1）．

Detailerは，多くは医師，薬剤師，看護士等の医
療従事者が担っているが，とりわけ臨床薬剤師やそ
の経験者が多といわれている．米国では，臨床薬
剤師は約 2年間のレジデンシーを受けた医療チー
ムで薬物治療の助言や評価を行うスペシャリスト
である．ちなみに，製薬会社が医師に対し医薬品
の販売促進を目的に detailing活動を行っているが，
Academic Detailingは，それを中立的な立場から行

うものである．同様にコミュニケーションスキル
も求められ，短時間で要領よくポイントを解説し
理解してもらい，最終的には薬物治療の改善につ
なげる必要がある．Academic Detailingのゴールを
Table 1に示す．

Table 1　Academic Detailing のゴール

3．臨床における医薬品情報提供の現状

国内における医師が薬剤を新たに処方する際に最
も影響を与える情報源としては，公益財団法人MR

認定センターの調査（2012年）によるとMRが最
も多い 4）．しかし，臨床の現場で医薬品の適正な使
用に資するためには，臨床経験等に加え，臨床論文
など医薬品や薬物治療に関する情報を網羅的に収集
し的確に評価する必要があるが，そのような情報を
収集するには多くの時間や労力がかかる．そこで
Academic Detailingは，このような情報を網羅的に
集め系統的に評価した上で，中立的な立場から要点
を押さえてわかりやすく提供しようとするものであ
る．医師を含む医療従事者にとって最終的に必要と
されるのは，薬物治療についてエビデンスに基づい
た研究結果やコミュニケーション（情報提供）であ
り，これは公共の利益にも結び付くといえる 5）．

4．Academic Detailing の効果は？

Academic Detailing活動は，米国ハーバード大

Fig. 1　Academic Detailing のフローチャート（文献 17参照）
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学医学部の Jerry Avorn氏らによって提唱された．
New England Journal of Medicineの記事“Improving 

Dr ug-therapy Decisions through Educational 

Outreach” 6）（1983）の中で同氏らは Academic 

Detailingという言葉を初めて用いた．同氏は，
NaRCAD 7）の共同ディレクターを務めており，米国
内を中心に世界各国で Academic Detailingを推進し
ている．上記論文の臨床試験では，435人の処方医
を対象に，過剰使用されていた 3薬剤の処方を減ら
すことができるかどうかを検証したところ，薬剤師
による Detailingによる介入は薬物治療の質を改善
し不要な医療費の削減に有用であったと結論づけて
いる．
また，最近では，2007 年にコクランライブ

ラリーから出されたシステマティックレビュー
“Educational outreach visits: effects on professional 

practice and health care outcomes” 8）によると，69

件の研究を解析したところ，処方の改善については
一貫した効果があり，その重要性を示唆するもので
あった．

5．Detailing におけるプロセスと考え方の一例

Academic Detailingは，臨床上の決定を最適化
するため中立的で厳格な情報を医療者に提供する
サービスである．エビデンスに則った実際の推奨
を受け入れてもらうために，通常，Fig. 2のような
プロセスを踏むことが成功へ導くステップとなろ
う．臨床医の医療行為の関心事，患者ケアを改善す
るための態度や行動を変えることをゴールとする．
Academic Detailingの手法の一例として，脂質管理
に関する薬物治療を紹介する．これは，筆者が参加
した NaRCAD Academic Detailingのトレーニング
コースで取り上げられたものである 9, 10）．Detailer

から医療者向けの説明用として用意されたパンフ
レットの一部を Fig. 3に示す．

Ⅰ．脂質管理に関するエビデンスに基づく治療
心血管系疾患は大きな死亡原因の一つであり，血
清コレステロールの管理，特に LDL（low-density 

lipoprotein）を低下させることが心血管系（CV）疾
患や死亡の減少に重要である．米国では，脂質低下
薬に年間 190億ドルが費やされ，200万件以上処方
されているが，不適切な脂質管理のケースもみられ
る．スタチン製剤には，高コレステロール血症治療
が CVリスクを減少させるといった多くのエビデン
スがあり，冠動脈疾患（CAD）の一次および二次
予防において死亡率を改善することを示す唯一の治

Fig. 3　 管理に関するAcademic Detailing 資料の例（NaRCAD Academic 
Detailing トレーニング用資料より 2012年10月1-2日）

Fig. 2　 Academic Detailing のプロセスとトレーニング
の様子（NaRCAD Academic Detailing トレー
ニング 2012 年 10月 1-2 日）
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療法でもある．治療のオプションとして，LDLレ
ベル低下の効果等について，スタチン製剤（LDL

低下率：18～ 55％），胆汁酸排泄促進薬（15～
30％），フィブラート製剤（5～ 20％），ニコチン酸
（5～ 25％），エゼチミブ（約 18％）について示さ
れた．
また，ATPⅢ（Third Report of the Adult Treatment 

Panel）のパネルは，National Cholesterol Education 

Program’s（NCEP）の臨床ガイドラインを公表し
ており，2002年に初版，2012年に最新版が出てい
る 11）．これによると，まず，リポ蛋白レベルを決定，
CADおよび CADリスク相当を同定，他のリスク
ファクターを決定（2つ以上リスクファクターがあ
る患者は今後 10年間の CADリスクを計算）後，リ
スクを分類し LDLゴールを設定，LDLがゴール値
を上回っていれば，治療の変更を開始し，LDLの目
標値を超えている場合は，追加の薬物療法を検討す
ることなどを推奨している．ATPⅢガイドラインは，
治療のための LDLゴールや境界を確定するために
CVリスクの観点から患者を層別化し，コレステロー
ル低下療法の第一のゴールとして LDL管理を推奨
している．

Ⅱ．  全てのスタチンは同じか？　どのスタチン製剤
を処方すべきか？

スタチン製剤間での効果についてはヘッドツー
ヘッドの研究はなく，限られたデータからの比較で
あり，おおよその目安として示している（Table 2）．
スタチン製剤はそれぞれの LDL低下レベルに応じ

て選ばれる．患者の LDLの低下レベルの目標が
40％以下であれば，すべてのスタチンが治療の検討
対象になるが，大幅な低下を期待する場合は，アト
ルバスタチンやロスバスタチンが考慮される．効果
が同等のスタチン製剤の場合は，コストを比較し
て，ジェネリック製品が選択肢として検討されるべ
きであろう．スタチン製剤の等用量は同様の効果で
同様に安全のようにみられるが，スタチン製剤の
処方は NCEPゴールを達成するために要求される
LDLの低下レベルに基づいて行われるべきである．

6．各国の状況

米国では，Academic Detailingに関する法案に
関しては，2008年に Independent Drug Education 

Act（IDEA）of 2008が可決され，2010年にはヘルス
ケア改革法に含まれた．現在，医療研究・品質調査
機構 AHRQ（Agency for Healthcare Research and 

Quality）の資金提供によりNaRCAD等がこの取り
組みを推進している．また，NaRCADと連携した中
立的な医薬品情報システム iDiS（Independent Drug 

Information System） 12）には，最近の文献をレビュー
した薬物療法や医薬品情報の資料が提供されてい
る．慢性疾患や生活習慣病を中心とした，抗精神病
薬療法，うっ血性心不全，HIV/AIDS，慢性疼痛，
心房細動，不眠，骨粗鬆症，慢性閉塞性肺疾患，認
知障害，2型糖尿病，降圧療法，脂質低下療法，抗
血小板療法，酸抑制療法等の治療や処方支援に関す
る情報資材が提供されている．これらは，医療従事
者用と患者用の両方の資材が提供されている．

Table 2　 脂質管理におけるスタチン製剤間での用量別効果のレベル（LDL
低下）と月額費用（米ドル）の比較

（NaRCAD Academic Detailing トレーニング用資料より）
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カナダも，公的な医療支援策として Academic 

Detailingプログラムを積極的に推進している国の
一つである．カナダの公的機関 CADTH（Canadian 

Agency for Drugs and Technologies in Health） 13）

は，Academic Detailingの介入のために必要となる
構成要素の検証や評価を目的とし，レビューされた
資材や資材評価のためのツールなどを多数作成し
提供している．ブリティッシュコロンビア州では
TEAD（Technology Enabled Academic Detailing） 14）

として，2012年から Web上で行うライブセミ
ナーやオンラインのコミュニティである eCOP

（Electronic Community of Practice）を設けている．
事後のアンケート調査では参加者の 9割以上が満足
したという結果であった 3）（Fig. 4）．
英国では，国民保健サービス NHS（National 

Health Service）傘下の NICE（National Institute for 

Health and Clinical Excellence）や RDTC（Regional 

Drug&Therapeutics Centre） な ど で Academic 

Detailingのプロジェクトが推進されている 15, 16）．

7．今後の課題

今後，国内での Academic Detailing活動の推進に
は，以下の事項についての整備が必要と思われた 17）．

1）  根拠に基づいた医薬品情報基盤の構築と情報
の共有化

2）薬物治療・医薬品情報評価教育の充実
3）コミュニケーション能力の向上
この中でもっとも重要なことは，根拠に基づいた
医薬品情報基盤の構築や整備である．適正な医療の
推進にあたり，診療ガイドラインや医薬品評価の情

報基盤の共有化が求められる．もちろん，臨床薬学
教育の充実は必須で，なかでも臨床情報（薬物治療
や医薬品情報）評価教育を推進する必要がある．こ
のようなアカデミックなスキルと同時に，コミュニ
ケーション能力も重要である．ほかの医療従事者，
特に医師とコミュニケーションをとる場合，積極的
に会話を進め理解を得ながら，議論し対処していく
上で戦略的なトレーニングも必要と思われた．

8．おわりに

国内の医療費は高騰を続けており，今後は有効
性，安全性の評価に加え，費用対効果を加味した医
薬品評価，医療経済的なアプローチが必要となって
きた．そのような取り組みに向け薬剤師が社会から
のニーズに応えること，いわゆるソーシャルマーケ
ティング活動の一環として，社会的問題の解決を目
的に，社会全体の利益向上を追求するといった社会
貢献が期待されている．
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